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(57)【要約】
【課題】モード時に接触位置を示す情報を入力する入力
部を、第二モード時に前記接触位置の移動量を示す情報
を入力するポインティングデバイスとして利用可能にす
る。
【解決手段】情報を表示部に表示し、前記表示部の表示
領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知し
て接触状態に基づく信号を入力部から処理部に入力し、
前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置
を示す情報とし、第二モード時に前記接触位置の移動量
を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を表示する表示部と、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を処理部に入力する入力部と、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替える切替部と、
を備える装置。
【請求項２】
　外部ディスプレイを接続する接続部を備え、
　前記接続部に前記外部ディスプレイが接続された場合に、前記切替部が第二モードに切
り替える請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させる表示制御部を備えた請求項１又は２
に記載の装置。
【請求項４】
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させる表示制御部と、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行う処理部と、
を備えた請求項1又は２に記載の装置。
【請求項５】
　情報を表示部に表示するステップと、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を入力部から処理部に入力するステップと、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替えるステップと
、
をコンピュータが実行する方法。
【請求項６】
　情報を表示部に表示するステップと、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を入力部から処理部に入力するステップと、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替えるステップと
、
をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　情報処理装置（コンピュータ）へ入力する技術について開示する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の携帯情報端末は、外部ディスプレイに接続した際、携帯情報端末の標準のポイン
ティングデバイスをそのまま利用、もしくは携帯情報端末やポートリプリケータにマウス
を接続して利用していた。
【０００３】
　また、関連する先行技術として、例えば、下記の特許文献に開示される技術がある。
【特許文献１】特開２００５－１８１４２４号公報
【特許文献２】特開平１０－２４０４９１号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　携帯情報端末のポインティングデバイスは、モバイル利用時の操作性を主眼に設計され
たものであり、外部ディスプレイに接続した際、携帯情報端末の標準のポインティングデ
バイスを利用する場合、操作しにくいという問題があった。
【０００５】
　また、携帯情報端末やポートリプリケータにマウス等を接続して利用する場合、マウス
等を持ち歩く必要があり、携帯機器の携帯性を損なうという問題があった。
【０００６】
　そこで、通常時に接触位置を示す情報を入力する入力部を、外部ディスプレイの接続時
に前記接触位置の移動量を示す情報を入力するポインティングデバイスとして利用可能に
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、開示の装置は、
　情報を表示する表示部と、
　前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して接触状態に
基づく信号を処理部に入力する入力部と、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替える切替部と、
を備える。
【０００８】
　前記装置は、外部ディスプレイを接続する接続部を備え、
　前記接続部に前記外部ディスプレイが接続された場合に、前記切替部が第二モードに切
り替えても良い。
【０００９】
　前記装置は、前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させる表示制御部を備えても
良い。
【００１０】
　前記装置は、
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させる表示制御部と、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行う処理部と、
を備えても良い。
【００１１】
　開示の方法は、
　情報を表示部に表示するステップと、
　前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して接触状態に
基づく信号を入力部から処理部に入力するステップと、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替えるステップと
、
をコンピュータが実行する。
【００１２】
　前記方法において、外部ディスプレイが接続された場合、前記第二モードに切り替えて
も良い。
【００１３】
　前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させるステップを実行する請求項５又は６
に記載の方法。
【００１４】
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　前記方法において、
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させるステップと、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行うステップと、
を実行しても良い。
【００１５】
　また、上記課題を解決するため、プログラムが、上記方法をコンピュータに実行させて
も良い。更に、このプログラムをコンピュータが読み取り可能な記録媒体に記録しても良
い。コンピュータに、この記録媒体のプログラムを読み込ませて実行させることにより、
その機能を提供させることができる。
【００１６】
　ここで、コンピュータが読み取り可能な記録媒体とは、データやプログラム等の情報を
電気的、磁気的、光学的、機械的、または化学的作用によって蓄積し、コンピュータから
読み取ることができる記録媒体をいう。このような記録媒体の内コンピュータから取り外
し可能なものとしては、例えばフレキシブルディスク、光磁気ディスク、CD-ROM、CD-R/W
、DVD、DAT、８mmテープ、メモリカード等がある。
【００１７】
　また、コンピュータに固定された記録媒体としてハードディスクやＲＯＭ（リードオン
リーメモリ）等がある。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、第一モード時に接触位置を示す情報を入力する入力部を、第二モード
時に前記接触位置の移動量を示す情報を入力するポインティングデバイスとして利用可能
にする技術を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について説明する。以下の実
施の形態の構成は例示であり、本発明は実施の形態の構成に限定されない。
【００２０】
　〈実施形態１〉
　図１，２は、本実施形態１に係る情報処理装置の概略図である。
【００２１】
　本例の情報処理装置１０は、小型の筐体内にＣＰＵ（central processing unit）や、
メインメモリ等よりなる演算処理部１２、演算処理の為のデータやソフトウェアを記憶し
た記憶部（ハードディスク）１３、入出力ポート１４、通信制御部（ＣＣＵ：Communicat
ion Control Unit）１５等を備えた所謂携帯情報端末である。
【００２２】
　該入出力ポート１４には、キーボードやタッチパネル（入力部）３１、ＣＤ－ＲＯＭド
ライブ等の入力デバイス、そして表示部３２やプリンター等の出力デバイスが適宜接続さ
れる。
【００２３】
　また、入出力ポート１４には、外部ディスプレイ４１を接続する出力コネクタ（接続部
）３３も備えられている。
【００２４】
　タッチパネル３１は、前記表示部３１の表示領域と重畳して配置された検出面に対する
接触を検知して接触状態に基づく信号を換算処理部１２に入力する。
【００２５】
　ＣＣＵ１５は、ネットワークを介して他のコンピュータと通信を行うものである。
【００２６】
　記憶部１３には、オペレーティングシステム（ＯＳ）やプログラムがインストールされ
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ている。
【００２７】
　演算処理部１２は、前記ＯＳやアプリケーションプログラムを記憶部１３から適宜読み
出して実行し、入出力ポート１４やＣＣＵ１５から入力された情報、及び記憶部１３から
読み出した情報を演算処理することにより、切替部や、表示制御部としても機能する。
【００２８】
　この切替部としては、前記タッチパネル３１からの情報を第一モード時に利用者がタッ
チした位置を示す情報とし、第二モード時に前記接触位置の移動量を示す情報として演算
処理部１２へ送る信号を切り替える。
【００２９】
　また、表示制御部としては、第二モード時に前記表示部３２の表示を停止させる。
【００３０】
　このように本実施形態の携帯情報端末１０は、タッチパネル３１を備えた表示部３２と
外部ディスプレイ出力（出力コネクタ）３３を有しており、必要に応じて大画面の外部デ
ィスプレイ４１に接続し、操作画面を外部ディスプレイ４１に出力することが可能である
。
【００３１】
　この際、利用者はタッチパネル３１を2種類の操作モードで利用できる。1つは従来と同
様に携帯情報端末１０の表示部３２と外部ディスプレイ４１に同じ若しくは別の操作画面
を表示させ、外部ディスプレイ４１を接続していないときと同様にタッチパネルとして使
うタッチパネルモード（第一モード)である。
【００３２】
　もう1つは、携帯情報端末１０の操作画面を外部ディスプレイ４１にのみ表示させ、携
帯情報端末１０のタッチパネル３１を外部ディスプレイ４１に表示した操作画面に対して
のポインティングデバイスとして使うタッチパッドモード（第二モード)である。
【００３３】
　利用者が携帯情報端末１０を外部ディスプレイ４１に接続したときにタッチパッドモー
ドに切り替わる様に予め設定している場合、切替部は、出力コネクタ３３に外部ディスプ
レイ４１が接続されたことを検出すると、タッチパッドモードに自動的に切り替える。そ
して、切替部は、出力コネクタ３３から外部ディスプレイ４１が外されたことを検出した
場合、タッチパネルモードに自動的に切り替える。なお、外部ディスプレイ４１が接続さ
れた或いは外されたことを検出するのは、外部ディスプレイ４１を接続した際の信号を利
用する。例えば、ディスプレイケーブル内の信号線、SDA（Serial Data）およびSCL(Seri
al Clock)を用い、ＤＤＣ（Display Data Channel）によって外部ディスプレイ４１から
ＥＤＩＤ（extended display identification data）を取得した場合に接続を検出する。
また、該信号線SDA, SCLがＮＣ（No Contact）となった場合に外部ディスプレイ４１が外
されたことを検出する。
【００３４】
　該モード切替は、外部ディスプレイの接続状態に応じて自動で行う構成に限らず、利用
者が所定のキー（ホットキーやファンクションキー）で選択して、或いは画面のプロパテ
ィで選択しても良い。
【００３５】
　このように、タッチパネル３１をタッチパネルモードとタッチパッドモードで利用する
ため、本実施形態ではタッチパネルモード用のドライバとタッチパッドモード用のドライ
バを備えている。そして、切替部がモード切り替えを監視する常駐型のソフトウェアで実
現されており、検出したモード切替に応じて使用するドライバを選択している。
【００３６】
　なお、切替部やドライバの実装方法は、これに限らず、タッチパネル３１をタッチパネ
ルモードとタッチパッドモードで切り替えて利用できれば良い。
【００３７】
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　また、切替部が第二モードへの切り替えを表示制御部へ通知し、表示制御部が表示部３
２の操作画面表示を消しても良い。これにより、利用者は明確に現在の動作モードがタッ
チパッドモードであることを理解できる。なお、表示部３２が液晶ディスプレイの場合、
液晶部の表示はそのままで、単にバックライトを消すだけでも良い。切替部が出力コネク
タ３３から外部ディスプレイ４１が外されたことを表示制御部に通知すると、表示制御部
は、表示部３２の操作画面表示を再開する。
【００３８】
　図３は、本実施形態の携帯情報端末１０がプログラムに従ってモード切り替えを行う方
法の説明図である。
【００３９】
　まず、携帯情報端末１０が起動されると、表示制御部は表示部３２への表示を開始する
（ステップ１、以下Ｓ１のようにも記す）。
【００４０】
　切替部は、外部ディスプレイの接続や所定のキーの選択などモード切替を監視する（Ｓ
２）。
【００４１】
　モード切替を検出した場合、切替部は、モードを切り替える（Ｓ３）。タッチパッドモ
ードに移行した場合、切替部はタッチパネル用のドライバを停止させ、タッチパッド用の
ドライバを使用可とする。また、タッチパネルモードに移行した場合、切替部はタッチパ
ッド用のドライバを停止させ、タッチパネル用のドライバを使用可とする。
【００４２】
　また、表示制御部は、タッチパッドモードに移行した場合表示部３２の表示を消す（Ｓ
４）。
【００４３】
　そして、利用者がタッチパネル３１に触れて操作を行うと、この操作に基づく信号を使
用可となったドライバを介して演算処理部１２へ入力される（Ｓ５）。例えば、タッチパ
ッドモード時に利用者が指でタッチパネル３１に触れて、該指を検知面上で移動させると
その移動量を示す情報が入力される。なお、該移動量を示す情報には、移動方向、移動速
度、移動距離を含む。演算処理部１２は、この移動量を示す情報に応じてカーソル等を移
動させる処理を行う。
【００４４】
　また、接触状態に基づく信号には、利用者がタッチパネル３１上でタップしたことを示
す情報も含む。例えば、カーソルをボタンやアイコンに合わせ、１回或いは２回タップす
ることで該ボタンやアイコンをクリックして該ボタンやアイコンに割り当てられた処理を
実行させることができる。
【００４５】
　以上のように、本実施形態によれば、外部ディスプレイ４１に接続した際に、搭載して
いるタッチパネルをタッチパッドとして利用できるので、マウス等の機器を持ち歩く或い
は複数用意しておく必要がなくなり、利便性が向上する。
【００４６】
　また外部補助ディスプレイとの接続を切替部が検知し、タッチパネル又はタッチパッド
のモードが自動的に切り替えられる。またタッチパネル機能付きディスプレイの表示が自
動的に消えるため、利用者は特に意識することなく、外部ディスプレイ接続時にスムーズ
にタッチパッドを利用することが可能となる。
【００４７】
　〈実施形態２〉
　本実施形態２は、前述の実施形態１と比べてタッチパットモード時にタッチパネルを操
作部としても利用可能とした点が異なっている。なお、その他の構成は同じであるため、
同一の要素には同符号を付すなどして再度の説明を省略した。
【００４８】
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　表示制御部は、タッチパッドモード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させる。
【００４９】
　そして、演算処理部１２は、タッチパネル３１によって前記制御用画像を選択する入力
が行われた場合に当該制御用画像に割り当てられた処理を実行する。
【００５０】
　図４に一例を示す。例では右から上下になぞることでウィンドウ表示をスクロールさせ
るスクロールバー、タッチすることでアプリケーションの起動/切り替え等を行えるファ
ンクションボタン、そして通常のタッチパッドと同様にポインティングデバイスとして動
作するポインティングエリアに領域を分割し、機能を割り当てている。その他にもカーソ
ルのスピードを変更させるスライドバー等、様々な機能の割当が可能である。またファン
クションをタッチパネル機能付きディスプレイに表示させておくことで利用者は各機能を
確実に操作することが可能である。
【００５１】
　図５は、本実施形態２のモード切替方法の説明図である。
【００５２】
　前述と同様にモードを切り替えを行うと（Ｓ１－３）、表示制御部は、図４のようにフ
ァンクションボタンやスクロールバー等の制御用画像を表示する（Ｓ１４）。
【００５３】
　そして、利用者がタッチパネル３１に触れて操作を行うと、この操作に基づく信号を使
用可となったドライバを介して演算処理部１２へ入力される。このときタッチパッドモー
ドで、制御用画像に対する操作であれば演算処理部１２は当該制御用画像に割り当てられ
た処理を行う（Ｓ１５）。
【００５４】
　本実施形態によれば、利用者はより簡便に、操作性の高いインタフェースで携帯情報端
末１０を利用することができ、利便性を向上できる。
【００５５】
　〈その他〉
　本発明は、上述の図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００５６】
　例えば、以下に付記した構成であっても上述の実施形態と同様の効果が得られる。また
、これらの構成要素は可能な限り組み合わせることができる。
【００５７】
　（付記１）
　情報を表示する表示部と、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を処理部に入力する入力部と、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替える切替部と、
を備える装置。
【００５８】
　（付記２）
　外部ディスプレイを接続する接続部を備え、
　前記接続部に前記外部ディスプレイが接続された場合に、前記切替部が第二モードに切
り替える付記１に記載の装置。
【００５９】
　（付記３）
　前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させる表示制御部を備えた付記１又は２に
記載の装置。
【００６０】



(8) JP 2010-9533 A 2010.1.14

10

20

30

40

50

　（付記４）
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させる表示制御部と、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行う処理部と、
を備えた付記1又は２に記載の装置。
【００６１】
　（付記５）
　情報を表示部に表示するステップと、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を入力部から処理部に入力するステップと、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替えるステップと
、
をコンピュータが実行する方法。
【００６２】
　（付記６）
　外部ディスプレイが接続された場合に、前記第二モードに切り替える付記５に記載の方
法。
【００６３】
　（付記７）
　前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させるステップを実行する付記５又は６に
記載の方法。
【００６４】
　（付記８）
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させるステップと、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行うステップと、
を実行する付記５又は６に記載の装置。
【００６５】
　（付記９）
　情報を表示部に表示するステップと、
　少なくとも前記表示部の表示領域と重畳して配置された検出面に対する接触を検知して
接触状態に基づく信号を入力部から処理部に入力するステップと、
　前記入力部からの情報を第一モード時に前記接触の位置を示す情報とし、第二モード時
に前記接触位置の移動量を示す情報として前記処理部へ送る信号を切り替えるステップと
、
をコンピュータに実行させるプログラム。
【００６６】
　（付記１０）
　外部ディスプレイが接続された場合に、前記第二モードに切り替える付記９に記載のプ
ログラム。
【００６７】
　（付記１１）
　前記第二モード時に前記表示部の表示を停止させるステップを実行する付記９又は１０
に記載のプログラム。
【００６８】
　（付記１２）
　前記第二モード時に所定の制御用画像を前記表示部に表示させるステップと、
　前記入力部によって前記制御用画像を選択する入力が行われた場合に当該制御用画像に
割り当てられた制御を行うステップと、
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を実行する付記９又は１０に記載のプログラム。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本実施形態１に係る情報処理装置の概略図
【図２】本実施形態１に係る情報処理装置の概略図
【図３】本実施形態１に係る切替方法の説明図
【図４】本実施形態２に係る表示例を示す図
【図５】本実施形態２に係る切替方法の説明図
【符号の説明】
【００７０】
１０　携帯情報端末（情報処理装置）
１２　演算処理部１２
１３　記憶部
１４　入出力ポート
１５　通信制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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